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■パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは 、 FOMA F 906 i でデータ通信をする際に必要な事項についての説明 
をはじめ、 CD - ROM 内の 「 FOMA 通信設定ファイル 」 「FOMA PC 設定ソフト」のイン 
ス I ル方法などを説明しています。 

お使いの環境によっては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 
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データ通信 


FOMA 端末とパソコンを接続して利用できる通信お態は、パケット通信、 64 K データ通信とデー 
夕転送 （ OBEX ™ 通信）に分類されます。 

•パソコンと接続してパケット通信や目 4 K データ通信を行ったり、電話帳などのデータを編集したりするには、 
付属の CD - R 日 M からソフトのインス I -ールや各種設定を行う必要びあります。 

• 0 S をアップグレードして使用されている場合の動作は保証いたしかねます。 

•海外でパケット通信を行ラ場合は、 IP 接続で通信を行ってください （ PPP 接続ではパケット通信でさません)。 
また、海外では目 4 K データ通信は利用でさません。 

• FOMA 端末は、 FAX 通信や Remote Wakeup には対応しておりません。 

• ドコモの PDA 、 musea や si 呂 marion n、sigmarion IE と接続してデータ通信び行えます。ただし 、 musea 
や sigmarion n をご利用の場合は、これらのアップデートび必要です。アップデートの方法などの詳細は、ド 
コモのホームページをご覧ください。 


データ転送 （ OBEX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信します。 



[ F 906 il 



FOMA 充電機能付 USB 接続ヶーブル01/02 
microSD 力ード※] 

ドコモケータイ datalink 《2 


詳しくは、に90日 i 取扱説明書』の「データ表示/編集/管理」章をご覽ください。 

《2詳しくは、に90日 i 取扱説明書』の「パソコン接続」章をご覧ください。 

パヶット通信 

送受信したデータ量に応じて課金されるため、メールの送受信など、比較的少ないデータ量を高速でやりとりす 
る場合に適しています。ネットワークに接続していてち、データの送受信を行っていないとをには通信料びかか 
らないため、ネットワークに接続したまま必要なとさにデータを送受信するといラ使いかたびでさます。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA パケット通信に対応したアクセスポイ 
ントを利用して、受信最大 3.6 Mbps 、 送信最大 384 kbps の高速パケット通信びでさます。通信環境や混雑状 
況の影響により通信速度び変化するベストエフォート方式による提供です。 

画像を含むホームページの閲覽やデータのダウン□ー ドなど、データ量のをい通信を行った場合には通信料び高 
額になりますのでご注意ください。 

《 FOMA 八イスピードエリア外や mopera など H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続する 
とき、またはドコモの PDA 、 musea や si 旨 mari 日 n n 、 sigmarion IE など hHGH - SPEED に対応していない 
機器をご利用の場合は、送受信ともに最大 384 kbps での接続になります。 













































64K データ 通信 


データ量に関係なく、ネットワークに接続している時間の長さに応じて課金されるため、マルチメディアコンテ 
ンツのダウン□ー ドなど、比較的データ量の多い送受信を行ラ場合に適しています。 

ドコモのインターネット接続サービス mopera U や mopera など、 FOMA 目 4K データ通信に対応したアクセス 
ポイント、またはに DN 同期目 4K のアクセスポイントを利用して、データを送受信できます。 

長時間通信を行った場合には通信料び高額になりますのでご注意<ださい。 


ご利用になる前に 


動作環境 


データ通信を利用するためのパソコンの動作環境は、次のとおりです。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

USB ポート （USB 仕様1.]/2.0に準拠）を持つ PC/AT 互換機 

OS (各日本語版） 

Windows 2000、 Windows XP、Windows Vista 

必要メモリ^ 

Windows 2000 :目 4MB しソ上 Wind 曰 ws XP : ] 28MB しソ上 

Windows Vista :己 12MB しソ上 

八ードディスク容量^ 

己 MB しソ上の空さ容量 


《 FOMA PC 設定ソフトの動作環境です。パソコンのシステム構成により異なる場合びあります。 

•動作環境によってはご使用になれない場合びあります。また、上記の動作環境しが4でのご使用について、当社 
では責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

• メニューび動作する推奨環境は Micros 日 ft Internet Expl 日 rer 目.ソ降 (Windows Vista の場合は、 Microsoft 
Internet Explorer 7.0し如き）です。 CD-R 日 M をセットしてをメニューび表示されない場合は次の手順で操作 
して < ださい。 

① [スタート] 一 r ファイル名を指定して実行」を順にクリック 

Wind 日 WS Vis ねのとき：© (スタート）一「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「ファイル名を指 
定して実行」を順にク U ック 

② 「名前」に次のように入力して [0K] をクリック 
< CD-ROM ドライブ名> : index.html 

《 CD-ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なります。 


CD-R 日 M をパソコンにセットすると、次のような警告画面び表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますび、使用には問題ありません。[はしリをク 
U ックしてください。 

《画面は Windows XP を使用した場合の例です。お使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 



必要な機器 


FOMA 端末とパソコン外に、次の機器び必要です。 

- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）または FOMA USB 接続ケーブル（別売) 
■付属の CD-ROM「FOMA® F90 目 i 用 CD-ROM」 

《パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため利用でさません。 

《 USB HUB を使用すると、正甫に動作しない場合びあります。 
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ご利用時の留意事項 


インターネットサービスプ□バイダの利用料について 

パソコンでインターネットを利用する場合、通常ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ（じ(降プ□バ 
イダ）の利用料び必要です。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにお支払いいただ 
さます。利用料の詳細は、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

• ドコモのインターネット接続サービス m 日 pera U や mopera びご利用いただけます。 

mopera U はお申し込みび必要な有料サービスです。使用した月だけ月額使用料びかかるプランをご利用いた 
だけます。 FOMA 端末でのインターネット接続には、ブ□ー ドバンド接続オプションなどに対応した mopera 
U のご利用をおすすめします。 

mopera はお申し込みび不要で、月額使用料は無料です。今すぐインターネットに接続したい方に便利なヴー 
ビスです。 


接続巧（プ□バイダなど）について 


パケット通信と目 4K データ通信では接続先び異なります。パケット通信を行ラとさはパケット通信対応の接続 
先、日 4K データ通信を行うときは FOMA 目 4K データ通信、またはに DN 同期目 4K 対応の接続先をご利用くださ 
し、。 

• DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

ユーザー認証について 

接続先によっては、接続時にユーヴー認証び必要な場合びあります。その場合は、通信ソフトまたはダイヤル 
アップネットワークでI□とパスワードを入力して接続してください。 ID とパスワードはプ□バイダまたは社内 
LAN など接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳細はプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い 
合わせください。 

パソコンのブラウザを利用してのアクセス認証について 

パソコンのブラウヴを利用してのアクセス認証で FirstPass (ユーヴ証明書）び必要な場合は、付属の CD-ROM 
から FirstPass PC ソフトをインス! -- ルし、設定してください。詳細は付属の CD-ROM 内の『簡易操作マニュ 
アル』をご覽ください。 

パケット通信および 64 K データ通信の条件 

曰本国内で通信を行ラには、次の条件び必要です。 

- FOMA サービスエ U ア内であること 

-パケット通信の場合、アクセスポイントび FOMA パケット通信に対応していること 
-日 4K データ通信の場合、接続先び FOMA 目 4K データ通信、または ISDN 同期目 4K に対応していること 
《上記の条件び整っていてを、基地局び混雑していたり、電波状態び悪かったりするとさは通信でさない場合 
びあります。 


データ拓送 （ OBEX ™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル01/02 (別売）をご利用になる場合には、 FOMA 通信設 
定ファイルをインス I ルしてください。 


FOMA 通信設定ファイルをダウン□-ド、インストールずる 
• 付属の CD-ROM か!5インスIル 
または 

• ドコモのホームぺージからダウン □ ードし、インストール 

V_ J 


ァータ転送 
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データ通信の準備の流れ 

パケット通信および目 4 K データ通信を利用する場合の準備について説明します。 


① FOMA 通信設定ファイルをダウン□—ド、インストールずる一 P 6 

• 付属の CD - ROM か！5インストール 


または 


• ドコモのホームページか!5タウン□ー ドし、インストール 

▼ 

③パソコンと FOMA 端末を接続ずる^ 

中已 

▼ 

③ FOMA 通信設定ファイルを確認ずる- 

- P 8 



FOMA 通信設定ファイルについて 

パソコンと接続してパケット通信または目 4K データ通信を行ラには、 FOMA 通信設定ファイルをインストール 
する必要びあります。 

FOMA PC 設定ソフトについて 

付属の CD-R 日 M から FOMA PC 設定ソフトをパソコンにインスIルすると、パケット通信または目 4K データ 
通信を行うために必要なさまざまな設定を、パソコンから簡単に操作でさます。 

インス I ル/アンインス I ル前の注意点 

•操作を始める前に他のプ□グラムび稼動中でないことを確認し、稼動中のプ□グラムびある場合は終了してく 
ださい。 

• FOMA 通信設定ファイルや FOMA バイトカウンタ、 FOMA PC 設定ソフトのインストール/アンインストール 
を行ラ場合は、必ずパソコンの管理者権限を持つたユーヴーで行つてください。それ！;I外のユーヴーで行ラと 
エラーになる場合びあります。 Windows Vista の場合、「ユーヴーアカウント制御」画面び表示されたとさ 
は、「許印または[続行]をクリックするか、パスワードを入力して [0K] をクリックしてください。パソ 
コンの管理者権限の設定操作については、各パソコンメーカやマイク□ソフト社にお問い合わせください。 
•パソコンの操作方法、管理者権限の設定などについては、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 
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パソコンと FOMA 端末を接続する 


•パソコンと FOMA 端末は、電源び入っている状態で接続してください。 

•初めてパソコンに接続する場合は、あらかじめ FOMA 通信設定ファイルをインストールしてくださし、 - P 6 


USB ケーブルで接続する 


• FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 0] /02は別売りです。 

•本マニュアルでは、 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル 0] での場合を例に説明しています。 

] USB ケーブルのコネクタを FOMA 端末の外部接続端子に差し込む 
2 USB ケーブルのパソコン側をパソコンの USB ポートに差し込む 

• 前にパソコンに接続した場合は、 USB ケーブルび差し込まれ 

たことを自動的に認識してドライバび要求され、ウイヴード画面び表示されます。その場合は 、 FOMA 
端末を取り外します 。 Windows 2000 、 Windows XP ではウイヴード画面で[キャンセル]をクリツ 
クして終了してください。 



• パソコンと FOMA 端末び接続されると、 FOMA 端末の待受画面に四び表示されます。 

取り外しかた 

USB ケーブルのコネクタのリリースボタンを押し（①)、 FOMA 端末か！5引き抜 
く（③） 


U リースボタン 



パソコンか 5 USB ケーブルを引き抜く 


お知らせ- 

- FOMA 端末から US 目ケーブルを抜さ差しする際は、コネクタ部分に無理な力びかからないよラにを意してください。 
取り外すときは、必ず U リースボタンを巧しなびら水平に引き抜いてください。無理に引き抜こうとすると故障の原因 
となります。 

-データ通信中に US 目ケーブルをがさないで<ださい。データ通信び切断され、誤動作やデータ消失の原因となります。 
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FOMA 通信設定ファイルをインストールする 


FOMA 端末をパソコンに接続してデータ通信を行うには、 FOMA 通信設定ファイルび必要です。 
使用するパソコンに FOMA 端末を初めて接続する前に、インス I ルしておきます。 


^ド01\/1八通信設定ファイルをインストールする 


•操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 4 
•操作4まで FOMA 端末を接続しないでください。 

〈例> Windows XP にインストールするとき 


1 CD - R 日 M をパソコンにセット 



9 [デ—タリンクソフト-各種設定ソフト] 一 「 FOMA 通信設定ファイル ( USB ド 
ライパ’)」の r インス!ル」を順にクリックし、表示されるウィンドウか5 
「 F 906 ist . exe 」 アイコンをダブルクリック 



3 [インストール開始]をクリック 
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• 続いて FOMA バイトカウンタをインス!-ールします。 FOMA バイトカウンタとは、携帯電話とパソコ 
ンを接続してデータ通信を行った際の、データ通信料金の概算を把握するソフトウェアです 。 FOMA 
バイトカウンタび稼働しているとさは、終了させてください。 

「 FOMA バイトカウンタセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 
r ま意事項」をお読みの上、[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は「使用許諾 
契約の全条項に同意します」を選択し、[次へ]をクリック 


9 「インストール巧の選択」画面でインストール巧を確認して[次へ]をクリック 

• 変更する場合は陵見をク U ックし、任意のインス! -- ル先を指定して [0 K ] をク U ックします。 

10 [インス!ル]をクリック 
11 [完了]をク U ック 

10 にのをクリックし、ご利用に合わせてオプション設定を行う 

• オプション設定の方法や、 FOMA バイトカウンタの使いかたについ口ま、 『FOMA バイトカウンタ操作 
マニュアル』をご覧ください。 

お知らせ- 

• インス I -ールには数分かかる場合びあります。 

• Windows を再起動する旨のメッセージび表示された場合は、画面の指示に従い再起動して<ださい。 

• データ通信中にインス I -ールを行わないでくださし、。 


A FOMA 端末をパソコンに接続する旨のメッセージび表示された5、 FOMAS 請末 
をパソコンに接続 

- FOMA 端末は電源び入った状態で接続してくださ 
し、。 



C インス!-ール完了画面で [ OK ] をクリック 
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FOMA 通信設定ファイルを確認する 

• FOMA 端末びパソコンに正しく認識されていない場合、設定および通信はでさません。 

〈例> Windows XP で確認ずるとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」一[パフオーマンスとメンテナンス]ア 
イコンー[システム]アイコンを順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□ールパネル」をクリックー[システム]アイコンを 
ダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デバイスマネージャ」 
を順にクリック 

操作3に進みます。 

2 [八ードウエア]タブをクリックー[デバイスマネージャ]をクリック 



3 各デバイスの種類をダブルクリックイタのデバイス名び登録されていることを確 


■デバイスマネーうャ tllblki 



デノ（イスの種類とデノ（イス名は次のとおりです。 
表示される順番は 0 S により異なります。 

- USB (Universal Serial Bus ) またはユニバー 
サルシリアルバスコント□-ラ ： FOMA F 90 卸 
-ポート （COM と LPT ) : 

FOMA F 90 目 i Command Port ( COMx ) 《 
FOMA F 90 卸 OBEX Port ( COMx ) ^ 

-モデム ： FOMA F 90 目 i 

《 X はパソコンの環境により、異なった数字び表 
示されます。 
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通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!-ールする 


•操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 4 
•操作の前に、パソコンから FOMA 端末を取り外してください。 

〈例 〉 Windows XP でアンインス I ルするとき 

I [スタート] 一「コント□ールパネル」一[プ□グラムの追加と削除]アイコン 
を順にクリック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」から「コント□ールパネル」をクリックー[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□-ルパネル」一「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリック 

9 「プ□グラムの追加と削除」画面で 「FOMA F 906 i USB 」 を選択して懐要と 
削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「アプリケーションの追加と削除」画面で 「FOMA F 日〇窃 USB 」 を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「プ□グラムのアンインス!ルまたは変更」画面で 「FOMA F 日0巨 i USB 」 を選択して「アンイン 
ストールと変更」をクリック 

ク 「FOMA F 906 i Uninstaller 」 と表示されていることを確認して[はい]をク 
U ック 

ドライバのアンインストールを開始します。 



4 ドライバのアンインス!ル中画面の表示後に [0 K ] をクリック 

お知らせ- 

•削除画面で 「 F 0 MAF 90 日 i USB 」 び表示されていないときは、再度 「 FOMA 通信設定ファイルをインス!-ールする」 
の操作を行った後に、アンインス!-ールを行ってください。一 P 目 
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FOMA PC 設定ソフトを利用して通信する 

FOMA PC 設定ソフトを利用すると、簡単な操作で通信の設定び行えます。 


FOMA PC 設定ソフトについて 


かんたん設定 

ガイドに従い操作することで、 FOMA データ通信用ダイヤルアップの作成を行い、同時に通信設定最適化など 
を行います。 

通信設定最適化 

パケット通信を利用する前に、パソコン内の通信設定を最適化します。通信性能を最大限に活用するには、通 
信設定最適化び必要になります。 

接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行ラ際に必要な接続先 ( APN ) の設定を行います。接続先には通常の電話番号は使用しませ 
ん。あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN と呼ばれる接続先名を設定し、その登録番号 （ cid ) を接続 
先電話番号の入力欄に指定して接続します。お買い上げ時、 cid の]には m 日 pera に接続するための APN 
「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」 び登録されていますび、その 
他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は APN 設定び必要です。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ルする 


• 旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト、バージョンび4.0 .0 より前の FOMA PC 設定ソ 
フトをインストールされている場合は、あらかじめそれらのソフトをアンインストールしてください。 

FOMA PC 設定ソフトのバージョンを確認するには 、 FOMA PC 設定ソフトの起動画面で「メニュー」をク 
リックー「バージョン情報」をク U ックします。 

FOMA PC 設定ソフトの起動画面の表示方法^ド12「かんたん設定でパケット通信を設定する」の 「mopera 
U / mopera を利用する場合」操作1 

•操作の前に、必ず「インストール/アンインストール前の注意点」をご覽ください。一 P 4 

〈例> Windows XP にインストールずるとき 

] CD - R 日 M をパソコンにセット 
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[データリンクソフト-各種設定ソフト] 
ス I -ール」を順にクリック 


「FOMA PC 設定ソフト」の「イン 


わか-入 nw 、 

Or な，〇因固饰ィ 


ホちバソコンに巧なしてパく 
.，卜•ン*ァむ—* Iホ2が 



.アに田す5わ掀1もりせ亢 
广ノ J サメ'-シ9ンむンター 

なか 

fg などからの*を0120 000 000 


FOMA パイトたウンタ 

FOMA がホとバソレさ株巧してデータ}1はそ巧った巧の、データ ii 巧 W まの度 
巧ザが巧寸るソフトウ4アです* 

>巧1こな定3れた上度 W ころしに巧含んザブブ7ブブ9インドウでち巧6せす 
る一とび巧たで 4* »1ホ2乐3 

-ごか.ロトウ，アは. r インタ—ネット巧巧 J メ -1— かが* noMWI れんたん:?夕 
卜 J ち利用 U てインス t ルすること t» 巧がん 
-化こ FOMA バケットバイトか r ノが化 ffU の巧んよりか:■こ.よ H 化>り寸 
'、な った FOMA バイトカウンタへの切 g ミちすす巧します • 


-「インス!-ール」をク U ックすると、次のよラな警告画面び表示される場合びあります。この警告は、 
Internet Explorer のセキュリティの設定によって表示されますび、使用には問題ありません。廣行] 
または[実行する]をクリックしてください。 

《画面はお使いのパソコンの環境により異なる場合びあります。 

《「発行元」に「不明な発行者」と表示されますび、使用には問題ありません。 


フ7イルのタウンロード-它キユリティの普ま 


このファイルを実'巧またはな巧しますか？ 

n を前： setup_4.0.0.exe 

巧辨アブリケーンヨン 3.68 MB 
掛言を E: が 0MA_PCSrr 


I 実謂 11 巧巧を） I r — 军巧挪 …… 1 

インタ-ネットのファイルは糊こ立ちますび、このファイル側 f 规ま]シビュータじ巧结 
\lj を起こす巧制をびあります。を f 言を抓言規できない巧合な、このソフトウエアを実 
W 巧したりはなしたりしむいで•ください。 を橡Iホの i がち 


発巧元モ確夏できませんでしを。このソフトウIアモま巧しますか？ 


をお： setupjl.O.O.exe 
発行元:：す巧な発行电 


[ 実巧するお） ][ —実巧燃い追)— 


續 滞过 纖谓辦離 巧元のリ 


インストールを開始するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

「FOMA PC 設定ソフトセットアップへようこそ」画面で[次へ]をクリック 

r 使用許諾契約」画面で内容を確認の上、契約内容に同意する場合は[はい]を 
クリック 

-[いいえ]をクリックし、[はい]をクリックすると、インストールを中止します。 

■ Windows Vista のとき 

操作7に進みます。 

「セットアップタイプ」画面で「タスクトレイに常駐する」を選択して[次へ] 
をク U ック 

セットアップ後、タスクトレイに「通信設定最適化」び常駐します。 - P 25 
-インストール後に常駐の設定は変更でさます。 

r インストール巧の選択」画面でインストール巧を確認して[次へ]をクリック 

•変更する場合は[参照]をク U ックし、任意のインストール先を指定して [ OK ] をク U ックします。 


2 


3 4 5 


6 
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e 


r プ□グラムフオルダ」のフオルダ名を確認して[次へ]をクリック 



セットアずんぶにリスドれていがです'ラム別，！刈コでダラムアイコンを劇 D します。巧如フォルタちを入力するか、 


巧巧の:? a ル講 



• 変更する場合はフオルダ名を入力し、[次へ]をク 
U ックします。 


9 [完了]をクリック 

FOMA PC 設定ソフトび起動します。このまま各種設定に進みます。 


お知らせ- 

-旧 W - TCP 環境設定ソフト、旧 FOMA データ通信設定ソフト 、 FOMA PC 設定ソフトびインストールされている場合は、 
インストールを中断する旨のメッセージび表示されます。 [0 K ] をク U ックし、プ□グラムの追加と削除またはアプ U 
ケーシヨンの追加と削除から、これらのソフトをアンインス！-ールしてください。 

•インストールの途中で[キャンセル]や[いいえ]をク U ックした場合は、インストールを中断する確認画面び表示さ 
れます。インス!-ールを継続する場合は[いいえ]をク U ックしてください。中断する場合は[はい]をク U ックし、 
[完了]をク U ックしてください。 


かんたん設定でパケット通信を設定する 


FOMA PC 設定ソフトのかんたん設定では、表示される内容に従って選択や入力を進めていくと、簡単に FOMA 
用ダイヤルアップを作成でさます。 

•操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 
• Windows Vista をお使いの場合は、一部画面び異なります。 

mopera U / mopera を利用ずる場合 

〈例 〉 Windows XP で設定ずるとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 
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2 


「 A ケット通信 （ H に H - SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 

區 I • mopera に接続する場合は「パケット通信」を選 

択します。 

—パケット谢ミ \/\/jnHn\A/q X/jr'+n fT\ J— 

パケットぶ言は、巧间綱や賊 I に脚をなくを勃言されたデ-夕をになじて料をが ■ VVH IUUVVO V lOLOV^C-C. 

ま燃る通 Iモが す。巧靡が 「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 

驚さ卜潑!屋觀飄驗殺悟訊げ-姐成げ料をげ 

- 64K デ-夕谢言 

64K データ巧悟は、 B 寺間になじて料金び誅金される巧情ち巧です。場ホ 64kbps) 


—キャ1ホル」 


「『mopera U 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
をク U ック 

「『mopera U 』 への接続」を選択して炊へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージび表示 
されます。ご契約びお済みの場合、[はい]をク 
U ックします。 



「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 

r 接続名」に任意の接続名を入力^「設定しない（推奨)」または「18目を付加 
する（通知する)」を選択一 r 接続方式」を選択一[次へ]をクリック 


[FOMA 


バケツト溫言設ミ (HIGH-SPEED 巧応端が 
巧続を： 

モデム名： 

発信をを号巧知： 


[FOMA F906i 

广186を巧加する谜かする） 

广 巧4をけ加する站かしねい） 
な 設定しねい雕袋） 


戰差な民らしくは ns 占な加マる」を进おしもだなご. 

ごを^!^0^如 g おぶじて mopera U じ最迪わ初期他げ自かで設定訊ています。 


「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？!く> 1" 

「発信者番号通知」は、海外で利用する場合、「設 
定しない（推奨)」を選択してください。 

「接続方式」は、 m 日 pera U は 「 PPP 接続 」、 「IP 
接続」両方に対応しています。 mopera は 「PPP 
接続」のみに対応しております。海外で利用する 
場合は 「 IP 接続」を選択してください。 


キゎじル」 


3 


4 5 
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r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 
[次へ]をクリック 

操作8に進みます。 


使田巧おューヴーの进巧- 

この巧镜を利巧できる；I-ザ—をち定してください 
C 牙ぺてのユーけ H 



-ユーザの.バスワード設定 


ユーザの•似口—ドをわ持ちの方は入力してく樹、 


• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でをかまいませ 
ん。 



バス ワード： I- 

P バスワードを脯する 



r 最適化を行う」び選択されていることを確認して[次へ]をクリック 



• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 （ H に H - SPEE □対応端 
末)」を選択した場合は、[次へ]をクリックする 
と個別の最適化設定はでさない旨のメッセージ 
び表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は[はしリを 
選択します。目 4 K データ通信や FOMA 端末！;1外 
で通信を行ラ場合はごを意 < ださい。 


r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 



[ OK ] をク U ック 

設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表示され 
た場合は[はい]をク U ックしてください。 

通信を実行する^ド23 
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その他のプ□バイダを利用する場合 

〈例> Windows XP で設定するとき 


I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック^ [かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 



2 


r パケット通信 （ H に H - SPEED 対応端末)」を選択して[次へ]をクリック 



• H に H - SPEED に対応していないアクセスポイン 
卜に接続する場合は「パケット通信」を選択しま 
す。 

■ Windows Vista のとき 

「パケット通信」を選択して[次へ]をクリック 
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「その他」を選択して[次へ]をクリック 



「 FOMA 端末設定取得」画面で [0 K ] をクリック 
r 接続名」に任意の接続名を入力^腊続巧 （ APN ) 設定]をクリック 


「バケツト谢言試ち (HIGH-SPEED? 惦端ホ）- 

括続る： [FOMA 

モ: r ムを： pOMA F906i - 

巧爲ホ (APN) の遥巧： |mope 化 ne.jp(PP 峭撤 


-3 

巧続が APN 徽志. 


発信を巧号巧ミロ： 广1犹を巧加する滿知する） 

广1目4を巧加する61对)しねい） 
が設定しねい 


詳金田槪反の設定…」 


「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供されたを種情報に従ってください。 
なお、海外で利用する場合、「設定しない」を選択 
し、階続先 ( APN ) の選択」は、 「 IP 接続」を選 
択してください。 

「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？!く> 1" 

プ□ノくイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
リックし、各種情報を登録してください。 


キャンたル」 


[追力日]をク U ック 

番号 （ cid )] には mopera に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するた 
めの APN rmopera . net 」 び設定されています。き号 ( cid ) 2または4〜] 0に接続先 ( APN ) を設定 
して < ださい。 


[ 


呑号 (cid> [巧続先 (APN〉 回 


ヤンたル」 


J 漏集...」 刖除」 


3 


4 5 


6 
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r 接続巧 （ APN )」 にプ□バイダなどの FOMA パケット網に対応した接続巧 
( APN ) を正しく入力一 r 接続方式」を選択一 [ OK ] をクリック 



-階続先 （ APN )」 には半角文字で、英数字、八ィ 
フン（-)、ピリオド （.） のみ使用できます。 


[ OK ] をク U ック 



r 接続巧 （ APN ) の選択」の接続巧名を確認して[次へ]をクリック 

階続先 ( APN ) の選択」には、操作7で設定した階続先 （ APN )」 と「接続方式」び表示されます。 
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in 「使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
V 九一 [次へ]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「ユーザ ID 」 を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 

操作] 2に進みます。 


国 


ほ用可能ユーザーの进巧- 


この攘商を利用できる： i ー ザ ーを指定してください 
巧 すべての ユーザー 


ユーザの•バスワード試ち- 

ユーザの•パスワード桃持ちの方は入力してください。 


立ーザの： 
バスワード： 


R7 バスワードをイ呆巧する 


「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供された各種情報を、大文字、ル文字など 
にを意し、正しく入力してください。 


11 「最適化を行う」び選択されていることを確認して[次へ]をクリック 

• 既に最適化されている場合、この画面は表示され 
ません。 

• 操作2で「パケット通信 （ H に H - SPEED 対応端 
末)」を選択した場合は、[次へ]をク U ックする 
と個別の最適化設定はでさない旨のメッセージび 
表示されます。すべてのダイヤルアップ設定を 
H に H - SPEED 用に最適化する場合は[はし、]を 
選択します。目 4 K データ通信や FOMA 端末 U (外で 
通信を行ラ場合はごを意ください。 
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r 設定情報」を確認して[完了]をクリック 


この内容でよろしければ、完了ボタンを巧し。ださい。 


巧続方ま バケツト巧信 (HIGH-SP 扣 D 巧な播ホ） 

巧简ホ その化 

級庶& FOMA 

モデムる FOMA 巧齡 i 

巧樣先く APN〉 を XXXXXXX 

発情ち在号の漱日 設定しねい 

ほ巧巧ち目ユーザー すべてのユーザー 

ユーザの XXXXXXX 

パスワードの巧な する 

現なの巧信設ち長巧化げおが最適化 

巧信設をを通化 FOMA HIGH-SPEED けな端末巧に最通化する 

巧赁ち巧 PPP 博続 


/デ;け卜幼巧かルアジブのシ3- トカットを化が#を 


キサ！ /t ル」 


13 [0 K ] をクリック 

^ 設定した内容によっては、パソコンを再起動する必要びあります。再起動する旨のメッセージび表示され 
た場合は[はい]をクリックしてください。 

通信を実行する^ド23 
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かんたん設定で 64 K データ通信を設定する 


mopera U / mopera を利用する場合 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリック^ [かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
- [かんたん設定]を順にクリック 



2 r 64 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 
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O 「『 moperaU 』 への接続」または 「『 mopera 』 への接続」を選択して[次へ] 
W をクリック 


视削驗瓣遍觀 I 織阻ネ麵職ます。 

、 Fm 叩 eraJi への括続 

ご契約す里で、巧単にインターネット巧摘び巧えます。 

〜ミの化 

FOMA デ-夕巧情夕偏プロバイ巧や、な巧 LAN じ巧猜します。 


^mopera U/m 叩げ a 職の操院方まむどI 口いては、各ブロパイダへご谣忍ください。 


•「『mopera U 』 への接続」を選択して[次へ]を 
ク U ックすると、ご契約の確認メッセージび表示 
されます。ご契約びお済みの場合、[はい]をク 
U ックします。 


4 「接続名」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」び 「FOMA F 906 iJ に設定 
されていることを確認一「設定しない」または「18目を付加する（通知する）」 
を選択^ [次へ]をクリック 


かんちん設ち 



巧続を： |F0MA 


モデムの进巧： [ foma 巧雌 i 

発信ををち巧知： 广1がを巧加する站かする） 

广1糾を巧加する站かしねい） 

な設定しねぃ 

mopera U 及ぴ、 m 叩が a 巧搞では発信电をち巧知びぶ要です。 


-「接続名」の先頭に.（半角文字のピリオド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？!く> 1" 


キャンたル 



5 


r 使用可能ユーザーの選択」を設定して[次へ]をクリック 


■ Windows Vista のとき 
[次へ]をクリック 



• 「ユーヴの」「パスワード」は空欄でちかまいませ 
ん。 
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も 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 



7 [日のをクリック 

通信を実行する^ド23 

その他のプ□バイダを利用する場合 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をク 
U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[かんたん設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
-[かんたん設定]を順にクリック 
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2 「目 4 K データ通信」を選択して[次へ]をクリック 


かんたん設を 


巧続方;'ちの进祈- 

广パケット溫言 

バケ》卜谢言は、谢言時間や距嫌こ蘭なねく送ま情されたデータ畳に肋て料をが 
託をされる巧慢ち巧です。原ス泌 4kbps》 

广パ的卜谢言 (HIGH-SPEED 巧な端が 

!か、) 卜巧情は、ほ信時間ゃ距巧に巧巧ねく送ぞ慢されたデータ畳になじて料をび 
託をされる巧悟方巧です。（をホ 3.6Mbps) 

f? 卿二娜菁 

64K データ巧 f 言は、■き閒じなじて料をが註をされる巧慢方ザです。展ス64化口5) 



3 「その他」を選択して[次へ]をクリック 



4 「接続名」に任意の接続名を入力一「モデムの選択」び 「FOMA F 906 iJ に設定 
されていることを確認^「電話番号」に接続巧の電話番号を半角で入力^ [次 
へ]をクリック 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？!く> 1" 

-「電話番号」はプ□バイダなどから提供された情報 
を基に正しく入力してください。次の文字（半角 
文字）と半角空白び使用でさます。 

0] 234己 6789 ABCDPTWabcdptw !@$-.()+ 
*# ぶ 

-「発信者番号通知」の設定については、プ□バイダ 
などから提供された各種情報に従つてください。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、[詳細情報の設定]をク 
U ックし、各種情報を登録してください。 
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c 「使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入 
か [次へ]をクリック 


■ Windows Vis ねのとき 

「ユーザ ID 」 を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 


ほ用可能ユーザーの进巧- 

この採席を利巧できるユーザー対旨定してください 
なすべてのューザー 
广自分のみ 


「ユーヴの」「パスワード」には、プ□バイダなど 
から提供されたを種情報を、大文字、ル文字など 
にを意し、正しく入力してください。 


ユーザの•バスワード純巧ちの方は入力してくだみ、。 


ユ-ザ肪 
バスワード： 


[Sxxxxxx 


P バスワードが呆なする 


く戻る(昼） _[ みへ(凶) > ] キャン t ル」 


も 「設定情報」を確認して[完了]をクリック 


この内容でよろしければ、ち了ボタンを巧してくださ U 


巧続を 
モデムを 
聴宙号 
発情を當号の漱日 
ほ巧巧を目ユーザー 
立ーザの 


641(デ-夕巧信 

その他 

FOMA 

FOMA F 卵か 


/デ;け卜幼こさIかルアップのショ-トカツトを化が#を 


完了(り1_キャン t ル」 


T [日のをクリック 

通信を実行する^ド23 


通信を実行する 


通信の実行や切断について説明します。 

〈例 〉 Windows XP で実行するとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ P 己 

2 デスクトップの接続アイコンをダブルクリック 

• 接続アイコンび表示されていない場合は、次のスタートメ 
ニューからの接続方法を利用してください。 
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■ Windows XP のスタートメニューか 5 接続するとき 

[スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して r ネッ 
トワーク接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 

■ Windows 2000のスタートメニューか5接続するとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「ネットワーク 
とダイヤルアップ接続」をクリックー接続アイコンをダブルクリック 


■ Windows Vista のスタートメニューか5接続するとき 


©(スタート）一 r 接続先」を順にクリック 

3 「ユーザー名」を入力一「パスワード」 


FOMA へ巧沒 回两 



□ ホのユーザーげ括続するときほ巧するために、このユーザーるとパスワード 
をな巧するを)： 

? ■しIムニー；； —»■*#/* 

:试二已女す甲。;!-ザーぶ 


タイヤ ルの： *99***3# 


[ タイかし⑩」1キヤンむレ I [ ブロ"テイり ）I I ヘルプ祖） ) 


>接続先を選択して[接続]をクリック 

を入力^ [ダイヤル]をクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でちかまいません。 
• 設定中に「ユーヴー名」の入力や「パスワード」 
の保ををした場合、入力は不要です。 

• 接続完了画面び表示された場合は [0 K ] をクリッ 
クして < ださい。 


お知らせ- 

• FOMA 端ホには、パケット通信を実行すると発信中画面び、日 4 K データ通信を実行すると呼出中画面び表示され、接 
続すると次の画面び表示されます。 



パケツト通信のとさ 64 K データ通信のとさ 

-パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 

-通信を実行する場合、アイコン作成時の FOMA 端末を接続した場合のみ有効です。 
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通信を切断する 


パソコンのブラウヴを終了しただけでは切断されない場合びあります。確実に切断するには、次の操作を行って 
<ださい。 


〈例 〉 Windows XP で通信を切断するとき 

] タスクトレイの巧をクリックー[切断]をクリック 

■ Windows Vis ねのとき 

タスクトレイの围をちクリックー「切断」を選択して切断ずる接続先をクリック 



パケット通信の設定を最適化するく通信設定最適化> 


通信設定最適化とは 、 Windows 2000 、 Windows XP をお使いの場合に、 FOMA ネットワークでパケット通 
信を行う際に TCP / IP の伝送能力を最適化するための TCP パラメータ設定ツールです。 FOMA 端末の通信性能を 
最大限に活用するには、この設定び必要です。 

通信設定最適化を利用してパソコンのパケット通信の設定を FOMA ネットワーク用に最適化する方法と、最適化 
を解除する方法について説明します。 

•海外でパソコン接続を行ラ場合には、通信設定最適化を解除してからご利用ください。 

〈例 〉 Windows XP での最適化の設定と解除 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をク 
IJ ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[通信設定最適化]をクリック 
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■ タスクトレイか！ 5 通信設定最適化を起動ずるとを 
タスクトレイの图をクリック 



2 次の操作を行う 

■ システム設定び最適化されていないとさ 

① r 通信設定最適化」画面で[最適化を行う]をクリック 

• H に H - SPEED 対応のアクセスポイントを利用 
する場合は 、 「FOMA H に H - SPEED 対応端末 
(受信最大 3.6 Mbps )」 を選択します。[最適化 
を行う]をクリックすると 「 H に H - SPEED 対 
応端末の確認」画面び表示されます。[はい] 
を選択すると、すべてのダイヤルアップ設定び 
HIGH - SPEED 用に最適化されますので、 64 K 
データ通信など、複数のダイヤルアップ設定び 
ある場合はごミ主意ください。 

• H に H - SPEED に対応していないアクセスポ 
イントを利用する場合は、 「 FOMA 端末授 
信最大 384 kbps )」 を選択します。 

② に K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び実行されます。 

■ システム設定び最適化されているとさ 

-海外でパソコン接続を行ラ場合や、 FOMA 端末！; I 外で通信を行ラ場合などに解除します。 

① r 通信設定最適化」画面で[最適化を解除する]をクリック 



②に K ] をクリック 

システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化び解除されます。 

3 画面に従ってパソコンを再起動 

W 設定を有効にするには、パソコンの再起動び必要です。[いいえ]を選択したとさは、次回起動後に設定 
び有効になります。 
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お知らせ- 

• Windows XP で 「 FOMA 端末（受信最大 384 kbps )」 を選択した場合は、ダイヤルアップ設定ごとに最適化を選択/ 
解除することびでさます。 


「 FOMA 端末設定取得」画面で [ OK ] をクリック 
接続巧 ( APN ) の設定を行う 



■ 接続先 （ APN ) を追加するとき 
[追加]をクリック 

■ 登録済みの接続巧 （ APN ) を編集-修正ずるとさ 

編集•修正する接続先 （ APN ) を選択して[編集]をクリック 


接続先 （ APN ) を設定する 


パケット通信を行ラ場合の接続先 ( APN ) を設定します。 

♦操作の前に、必ずパソコンと FOMA 端末び正しく接続されていることを確認してください。 - P 5 
♦接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録き号 （ cid )] 〜10に設定できます。お買い上げ時、 cid の]には mopera 
に接続するための APN 「 m 日 pera . ne . jp 」 び、3には mopera U に接続するための APN 「 m 曰 pera . net 」 び設定 
されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cicl 2 または4〜] 0に APN を設定します。 
♦接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

I [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」 

を順に選択して 「FOMA PC 設定ソフト」をクリックー腊続巧 ( APN ) 設定] 
をク U ック 

■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「プ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」を順に選択して 「FOMA PC 
設定ソフト」をクリックー[接続先 （ APN ) 設定]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「すべてのプ□グラム」一 「FOMA PC 設定ソフト」一 「FOMA PC 設定ソフト」 
一腺続先 （ APN ) 設定]を順にクリック 



2 3 
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■ 登録済みの接続先 （ APN ) を削除ずるとを 

削除する接続先 （ APN ) を選択して[削除]をクリックー [0 K ] をクリック 

• 番号 ( cid ) の1と3に登録されている接続先 ( APN ) は削除できません。肖 Ij 除を実行して FOMA 
端末に設定を書さ込んだ場合でを、実際には削除されず元の設定に戻ります。 

■ ファイルへ保存するとを 

「ファイル」をクリック^ r 名前を付けて保を」または「上書き保を」をクリック 

• FOMA 端末に登録された接続先 ( APN ) 設定のバックアップを取ったり、編集中の接続先 ( APN ) 
設定を保をするとをに利用します。 

■ ファイルか5読み込むとを 

「ファイル」をクリックー「開く」をクリック 

• パソコンに保をされた接続先 （ APN ) 設定を再編集したり、 FOMA 端末に書さ込みをしたりすると 
さに利用します。 

■ FOMA 端末か5接続巧 （ APN ) 情報を読み込むとさ 
「ファイル」をクリック^ 「 FOMA 端末から設定を取得」をクリック 

• FOMA 端末に手動でアクセスし、登録された接続先 ( APN ) 設定を読み込みます。 

■ FOMA 端末に接続巧 （ APN ) 情報を書き込むとを 

[ FOMA 端末へ設定を書き込む]をクリック^ [はい]をクリック 

• 表示されている接続先 ( APN ) 設定び FOMA 端末に書さ込まれます。 

■ ダイヤルアップを作成するとき 

① 追加、編集した接続先 （ APN ) を選択して[ダイヤルアップ作成]をクリック 

「 FOMA 端末設定書さ込み」画面び表示されます。 

② [はい]をクリックー [ OK ] をクリック 

「パケット通信用ダイヤルアップの作成」画面び表示されます。 

③ r 接続名」に任意の接続名を入力一[ユーザ ID •パスワードの設定]をクリック 

-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使用でさません。また、次の記号（半角文字）は 
使用でさません。 

¥/:求？! く> r 

-発信者番号通知の設定については、プ□バイダなどから提供された各種情報に従って<ださい。 

-「18目を付加する（通知する)」を選択すると、通信実行時に発信者番号を通知します。 

④ r 使用可能ユーザーの選択」を設定一「ユーザの」を入力一「パスワード」を入力一 [ OK ] をクリック 
Windows Vista のとき：「ユーザ ID 」 を入力一「パスワード」を入力一にのをクリック 

• mopera U または mopera を利用する場合、「ユーヴ ID 」 「パスワード」は空欄でもかまいません。 
-プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び指示されている場合は、「パケット通信用ダイヤ 
ルアップの作成」画面で[詳細情報の設定]をク U ックし、各種情報を登録後、 [0 K ] をクリッ 
クして < ださい。 

⑥に K ] をクリック^にのをクリック 


お知らせ- 

•接続先 （ APN ) 設定は FOMA 端末に登録される情報のため、異なる FOMA 端ホ（故障修理により交換された端末など） 
を接続する場合は、 APN を登録し直してください。 

•パソコンに登録されている接続先 ( APN ) を継続利用する場合は、同じ APN の登録番号 ( cid ) を FOMA 端末に登録 
してください。 
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♦操作の前に、必ず「インス!-ール/アンインス!-ール前の注意点」をご覽ください。一 P 4 

アンインストールを実行ずる前に 

タスクトレイに國び表示されている場合は、圆をちク U ックし、「終了」をク U ックして、通信設定最適化の常 
駐を解除してください。 

アンインス I ルずる 

〈例 〉 Windows XP でアンインストールずるとき 

1 [スタート] 一「コント□ールパネル」 

を順にクリック 


[プ□グラムの追加と削除]アイコン 


2 


■ Windows 2000のとき 

[スタート]をクリックー「設定」か!5「コント□ールパネル」をクリックー[アプリケーションの追 
加と削除]アイコンをダブルクリック 

■ Windows Vista のとき 

©(スタート）一「コント□ールパネル」一「プ□グラムのアンインストール」を順にクリック 

「 NTTDoCoMoF 日 MAPC 設定ソフト」を選択して[削除]をクリック 

■ Windows 2000のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して[変更と削除]をクリック 

■ Windows Vista のとき 

「NTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」を選択して「アンインストール」をクリック 


3 完全に削除するかどうかの確認画面で[はい]をクリック 

^ FOMA PC 設定ソフトのアンインストールを開始します。 


4 


■ 最適化されている場合に解除するとさ 

解除するかどうかの確認画面で[はい]をクリックー「再起動の確認」画面で今ずぐ再起動するかど 
うかを設定^ [完了]をクリック 

• 最適化の解除はパソコンの再起動後に行われます。 

[完了]をクリック 


涯巧したロリク-シ从わよ U すべての碟能を完をに削除しますか？ 


成、感11いいぇ(が 


PC ま定 y フトセウトアウブ 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス I -ールする 
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FOMA PC 設定ソフトを利用しない通信を設定ずる 


FOMA PC 設定ソフトを使わずに、ダイヤルアップ接続の設定を行う方法について説明します。 

•パケット通信で m 日 pera U など H に H - SPEED 対応のアクセスポイントを利用する場合は 、 FOMA PC 設定ソ 
フトを利用して設定してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定の流れ 


データ通信の準備の流れ^ド4 



《パケット通信の場合に設定します。 

設定するには、 AT コマンドを入力するための通信ソフトび必要です。 

ここでは Windows 2000 、 Windows XP に添付されている「八イパーターミナル」を使った設定方法を説 
明します。 Wind 日 WS Vista は「八イパーターミナル」に対応していません。 Wind 日 ws Vista の場合は、 
Windows Vista 対応のソフトを使って設定してください（ご使用になるソフトの設定方法に従ってくださ 
い）。 


接続先 （ APN ) を設定する 


接続先 （ APN ) と登録番号 ( cid ) について 

パケット通信の接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末の登録番号 （ cid )] 〜] 0に設定でさます。お買い上げ時 、 cid 
の]には m 叩 era に接続するための APN 「 mopera . ne . jp 」 び、3には m 叩 era U に接続するための APN 
「 mopera . net 」 び登録されています。その他のプ□バイダや社内 LAN に接続する場合は、 cicl 2 または4〜] 0 
に APN を登録します。 

•接続先 ( APN ) については、プ□バイダまたはネットワーク管理者にお問い合わせください。 

•接続先の設定は、パケット通信用の電話帳登録として考えられます。接続先の設定項目を FOMA 端末の電話帳 
と比較すると、次のよラになります。 


接続先の設定項目 

FOMA 端末の電話帳の登録項目 

登録番号 ( cid ) 

登録番号（メモ U 番号） 

APN 

相手の電話番号 


•登録した cid はダイヤルアップ接続設定での接続番号となります。 
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接続巧 （ APN ) を設定する 


〈例> Windows XP で設定するとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 

9 [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム 」 （Windows S 000 の場 S ホ 
「プ〇グラム」）^「アクセサリ」^「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [ OK ] をクリック 


巧沒の訪ち 网図 


^巧しぃ巧椅 

名前を入力し、アイコシを涅んでください： 

るお化)： 

[XXK ] 

アイコンの： 

国專為嗎乂為 


][ キャンセル1 


-「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:求？く> 1" 


4 「電話番号」に実在しない電話番号（「0」など）を入力^ r 接続方法」び 
[FOMA F 906 iJ に設定されていることを確認一 [ OK ] をクリック 



「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


5 「接続」画面で[キャンセル]をクリック 
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接続巧 （APN) を 「AT+CGDC 日 NT= く cid> ，"く PDP_TYPE>"，" く APN>"」 
のお式で入力^回 

< cid > : 2または4〜10の範囲で任意の番号 

く PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :接続先 （ APN ) 


ファイルの漏集(りまモ処谢言似ちさのヘルプ(げ 
D がみ 塞ぉ己巧窗 


AT + CGDC 0 NT =2，" PPP"，"A 队" 


• + CGDC 0 NT コマンドー P 己2 「 AT コマンドの補 
足説明」 

• コマンドを入力してを画面に表示されない場合 
は、 ATE ] と入力し、1±^を押します。 


roKj と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 
ターミナルの終了」をクリック 


漏集のま示か）巧情 (C) お送 m W け (H) 

巧しい巧続(が 
聞くぬ)… 

上まきな巧を） 

るおをなけて巧な堪)… 


ABC .. 

バージ設定(が… 

巧刷を)… 

プロバティ(が 

ハイバーターミナルのが了が A い F4 




g 切断の確認で[はい]をクリック^保巧の確認で[いいえ]をクリック 


発信者番号の通知/非通知を設定する 


パケット通信時の発信者番号の通知/非通知を一括して設定します。 

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際には十分にごま意<ださい。 

• mopera U または mopera を利用する場合、「非通知」に設定すると接続でさません。 


〈例 〉 Windows XP で設定するとき 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ P 己 

9 [スタート]をクリックー「すべてのプ□グラム」 （Windows 2000の場合は 
「プ□グラム」）一「アクセサリ」一「通信」を順に選択して「八イパーターミナ 
ル」をクリック 
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〇〜 2 

そのまま接続（お買い上げ時) 
184を付けて接続（非通知） 
18目を付けて接続（通知） 


「接続」画面で[キャンセル]をクリック 

発信者番号の通知/非通知を 「AT*DGPW=Cn>」 のお式で入力一回 


• コマンドを入力しても画面 I し表术されない場合 
乃ィル©編集のまモ W 通信に）ぉさのヘルプぉ） は、 ATE ] と入力し、回を押します。 

□な3塞歌西窗 


AT * DGPIR =0 


3 


「名前」に接続巧名など任意の名前を入力^ [0K] をクリック 


% 


「名前」に次の記号（半角文字）は使用でさません。 

¥/:ネ？く> 1" 


巧し0巧椅 


を前を入力し、アイコシを进んでください： 
をぉ曲)： 


Ixxx 


アイコンを： 


圍婦急喝戀層)巧汤 


J I キホンセル I 


4 


「電話番号」に実在しない電話番号 (roj など）を入力^ r 接続方法」び 
「FOMA F 906 u に設定されていることを確認一 [0K] をクリック 


を 


巧まをちの巧報を入力し!:ください： 


国/化域をちに)：[日本が） 
巿外局番を)： 


3 


[〇3~ 


巧話番号を)： 
巧続方まの)： 


I FOMA F 906 i 


] I キャン t ル I 


「市外局番」はパソコンの環境により異なります。 
接続先 ( APN ) の設定とは関係ありませんので、 
変更不要です。 


> 

n 

<012 


56 
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©(スタート） ^ r 接続巧」を順にクリック 
r 接続またはネットワークをセツトアップします」をクリック 



7 「0K」 と表示されていることを確認して「ファイル」をクリック^「八イパー 

ターミナルの終了」をクリック 



Q 切断の確認で[はい]をクリック^保存の確認で[いいえ]をクリック 

ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でを、接続先の番号に]8目（通知）/184 (非通知）を付けられます。 

♦ * DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方で設定を行った場合の発信者番号の通知/非 
通知は次のとおりです。 


* DGP 旧コマンド 
ダイヤルアップネッによる設定 
ワークの設定（く cid >=3 の場合）^^ 

設定なし 

非通知 

通知 

ネ99ネネネ3# 

通知 

非通知 

通知 

] 84が9ネ3# 

非通知 

] 86 99ネネネ3# 

通知 


Windows Vista でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続巧を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 


2 3 
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4 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択して[次へ]をクリック 



■ 「どのモデムを使いますか？」画面び表示されたとき 
「FOMA F 906 U をクリック 


5 


r ダイヤルアップの電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 
「*99***< cid>#」） を半角で入力一「ユーザー名」を入力一「パスワード」 
を入力^「接続名」を入力して[接続]をクリック 

< cid > : P 31 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



ュ_ヴ_を 【U): [ISP から付ちされたユーヴーを] 


口 SP かち付ちすれたパスワード] 
に]/なつードの巧を表をする间 
E この a つードを記祖する (R) 



6巧他の人がこを话うことを許可ずる (A) 

このオプシヨシによつて、このコンピュータにアク "IZ；^ あるすベての人力<こなな括を巧充 
るぶラになウます • 

ISP ザあ0まがん 


• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


接続先 

パケッ ト 通信 

巨 4 K データ 通信 

mopera U 

ネ 99 ネネネ 3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ 99 ネネネ]# 

❖ 9601 


• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:求？く> I 


も 接続中の画面で[スキップ]をクリック 

t . ここではすぐに接続せずに、設定だけを行います。 


7 「インターネット接続テストに失敗しました」画面で r 接続をセットアップしま 
' す」をク U ック 


g [閉じる]をクリック 


TCP/iP7n トコルを設定する 
] ©(スタート）一 r 接続巧」を順にクリック 
2 作成した接続巧をちクリックして「プ□パティ」をクリック 
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[全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインストールされている場合は、「接続の方法」の「モデムー FOMA F 906 i に日 Mx )」 
のみを選択します（ X はパソコンの環境により、異なった数字び表示されます)。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 

[ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のょぅに設定 



「インターネットプ□トコルバージョン目 ( TCP / 
IPv 目)」を非選択 (□) にします。 

プ□バイダなどから I P および D N S 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 を選択し[プロ 
パティ]をクリックして、各種情報を設定してく 
ださい。 

プ□バイダなどからの日 S パケットスケジューラ」 
および、その他の項目についての指示びある場合 
は、必要に応じて選択、非選択を設定して<ださ 
し、。 


[オプション]タブをクリック^ [PPP 設定]をクリック 
すべての項目を非選択（口）に設定一 [0K] をクリック 


PPP 誠 

巨]に P おおを使う ( E ) 

日のトゥ I ァによる圧巧を巧う ( N ) 

B 巧ーリンク巧続はルてマルチリンクをネゴシエートする ( M ) 


图 


つにキャン t ル I 


[OK] をク U ック 

通信を実行する^ド23 


3 


4 


5 6 
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r 新しい接続ウィザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットに接続する」を選択して[次へ]をクリック 


〇イシみ-わ卜になちするが 
インターネクトじ巧巧し、 Web を: 


ヴラウズしたり巧子イールを読んだりできます。 


〇註 a 巧おそセクトアバするを） 

'お碟蘇她遊(巧怨聽接藍 ピュー 妃直巧 誦^^ 


Windows XP でダイヤルアップネットワークを設定ずる 


接続巧を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

I 接続方法^ド己 

9 [スタート]をクリック^「すべてのプ〇グラム」^「アクセサリ」^「通信」 
を順に選択して「ネットワーク接続」をクリック 

3 「ネットワークタスク」の r 新しい接続を作成する」をクリック 


も r 接続を手動でセットアップする」を選択して[次へ]をクリック 



4 5 
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r ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択して[次へ]をクリック 


■ 「デバイスの選択」画面が表示されたとさ 

「モデム - FOMA F 906 i に OMx )」 のみを選択して[次へ]をクリック 


巧しい巧授ウィザード 


イシターネ9卜巧疫 

インタ-ネ外にどう巧搞しますか？ 

ら巧仲ルアタプモデムちほ巧して巧接ネる喊 



モデムや巧巧のを話徐、または視合デジタルサーピス巧信お OSD …巧話もちをほ用して巧搞しま 


〇ユーサーをとバスワードげホ巧ねなぞ巧巧€を巧用して巧技ずる(ぶ 

gfpfpfE— づルモデムを淵します。即によっては、この欄の按 


〇带にァ。ティブわな巧域な巧を任用して備才る曲 

識霜媒撰??が决懿し興 r L 醒誠かを綱します。 



• X はパソコンの環境により、異なった数字び表示さ 
れます。 


nsp 名」に任意の接続名を入力一[次へ]をクリック 


巧し〇巧孩ウィサード 


インタ-ネット巧続を提供するサ-ピスのる前は巧ですか？ 

国 

みのポがスに反 P のをおを入力してください。 

区 P る堪） 


|F0MA 

□ 


ここに入力されたをおはな巧している巧続のを肺こねります。 


- nsp 名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。また、次の記号（半角文字）は使 
用でさません。 

¥/:ネ？く> 1" 


「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力^ [次へ]をクリック 

< cid > : P 31 「接続先 ( APN ) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または m 日 pera へ接続する場合は;欠の 
よラに入力します。 


接続先 

パケッ ト 通信 

巨 4 K データ通信 

mopera U 

ネ99ネネが# 

*870] 

mopera 

ネ99ネネ*]# 

*960] 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一「パスワードの確認入力」を入 
力^各項目を画面例のょぅにすべて選択して[次へ]をクリック 



• 接続先び mopera U または mopera の場合、「ュー 
ヴー名」「パスワード」「パスワードの確認入力」 
は空欄でをかまいません。 


r 新しい接続ウイザードの完了」画面で[完了]をクリック 
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19 r (操作 8 で入力した旧 PS) へ接続」画面で設定内容を確認して[キャンセル] 
をク U ック 

• ここではすぐに接続せずに、設定の確認だけを行います。 


TCP/iP7n トコルを設定する 


I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
■ クリック 


、ネクトヮ-ゥ巧轻 

巧面因1 

1 •巧 漏ちがぁ。1 乂, 

1 巧 続り） 

、口がツールの深巧すががヘルフ化 P が 

ォ, W 卸 ；7ドレス必|>ネ，トヮ-ゥ*|已巧め 

LAN または這法インターネブト 

巧しい巧規(凶)… 

ネゥトりイ?セタト7が ウィ ザ- ドが- 

—我 

日—か!^エリア 

北-のけぶの 

ショ-卜力》 h® 巧ぶな） 

か脉尬 
をおの 巧: R (曲 

騰 

タイ**ァ，ブ 

ブ□パティお） 

巧 

巧 じる似 


2 [全般]タブの各項目の設定を確認 



• 複数のモデムびインストールされている場合は、 
「接続方法」の r モデム - FOMA F 90 目 KCOMx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なった数字び表示されます)。 

-「ダイヤル情報を使う」を非選択 （□) にします。 


3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のように設定 


•- FOMA のブ□けティ 回図 


を股ォプションI树ュリティ巧 亦トゥ 1詳細設ミ 


呼 U 化すタイヤルアップサイトの種類の: 



[ 設定运） ] 


この巧綻は汝の巧目をほ用しますり)： 

囚留 QoS バケツトスケジユ-ラ 

□恩 Microsoft ネツトワ-ウ巧ファイルとプリンタ其右 

I□当 Microso れネ》トワ-ク巧クライアシト 


[ イシストール汹)…I [ ブ D バティが I 


• 「この接続は次の項目を使用します」の 「 Q 日 S パ 
ケットスケジューラ」は設定を変更でさませんの 
で、そのままにして<ださい。 

• プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、「インターネットプ□卜 
コル （ TCP / IP ) 」を選択し[プ□パティ]をク 
リックして、各種情報を設定してください。 


伝をお脚プロト]ル/インタ-ネットプロト]ル。ホ目互巧続されたさまざまな 
ネットワーウ聞の巧倍を提供する、巧ちのワイドエリアネットワーウブ□卜 
コルでも 


[ 0K )1 キャンセル] 


4 [設定]をク U ツク 
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。7イルの漏集のま示が~わを i ; 入ら姐）ツ-ルの詳帥設定(がヘルプお） 



■ r 所在地情報」画面び表示されたとさ 

① r 市外局番/エリアコード」に市外局番を入力一に"をクリック 
③ r 電話とモデムのオプション」画面で [0 K ] をクリック 

「ネットワークの接続ウイザードの開始」画面で[次へ]をクリック 
r インターネットにダイヤルアップ接続する」を選択して[次へ]をクリック 


吨里性に/如对お目のネットワ-ク衞號巧巧できます。 


:註回お（モデムまたは ISDN) をほって巧続します。 

でインを-わ卜にダイトルァタブなちする也》 

巧話回もち（モデムまをは ISDN) をほぶイシターネットに煤箱しまも 
—インターネゥトをもでブライペートネブトワークじ巧ちザるな） 

板想ブライペ-トネットワ-ク (VP が巧続を巧巧するか、またはイン々-ネットをトシネルして巧続します。 
片ち信巧技をまけ巧ける(が 

電 y 回!^こ!^^!-ネット、まをはケ-ブル巧掃をほってほかの]ンピュ-如ろこの]シピュ-匆こ巧巧 
^なかの]ン e ュー々じを巧巧ちするを） 

シリアル、バラレルまたはホ外結ポートをほって煤席しまず。 


キ似セル」 


5 すべての項目を非選択 （□) に設定一 [0K] をクリック 


記ち_ r?|[xj 


□ 1_ CP 化巧をほうを） 

□リフトウ I アじよる圧巧を巧う(凶） 

□ をーリンク巧撤こ巧してマルチりシクをネコシエ-卜する(凶） 

11 0 K I I キャン它ル] 


ろ [0K] をクリック 

M 通信を実行する^ド23 


Windows 2000でダイヤルアップネットワークを設定する 


接続巧を設定ずる 

1 パソコンと FOMA 端末を接続 

接続方法^ド己 

9 [スタート]をクリック^「プログラム」^「アクセサリ」^「通信」を順に選 
択して r ネットワークとダイヤルアップ接続」をクリックー時斤しい接続の作 
成]アイコンをダブルクリック 
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r インターネット接続を手動で設定するか、または□一カルエリアネットワーク 
(LAN) を使って接続します」を選択して[次へ]をクリック 




r 電話回線とモデムを使ってインターネットに接続します」を選択して[次へ] 
をク U ック 


■ 「モデムの選択」画面び表示されたとさ 

「FOMA F 906 U を選択して[次へ]をクリック 

「電話番号」に接続巧の電話番号（パケット通信の場合は 「*99***<cid> 
#」）を半角で入力^ [詳細設定]をクリック 

< cid > : P31 「接続先 (APN) を設定する」で登録した cid 番号 



• mopera U または mopera へ接続する場合は次の 
よラに入力します。 


接続先 

パケッ ト 通信 

64 K データ 通信 

mopera U 

ネ 99 ネネネ 3# 

❖ 8701 

mopera 

ネ 99 ネネネ ]# 

❖ 9601 


-怖外局きとダイヤル情報を使う」を非選択 （I I ) 
にします。 
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腊続]タブの各項目を画面例のように設定 




接倚IアドレスI 
巧.待のをま自一 


任 iPPP (Point to Point ブ□トコル》(踐 

口に P 招:張苗!！かにする也〉 

广 SLIP (Serial Line Internet ブ□トコル)を） 

广 C-SLIP (Compressed Serial Line Internet ブロ トコル)が 


r □ジオンの丰続ぎ- 

?ねし化） 

-キ助で□ヴォン(凹） 

、 □ヴオンスクリプトのほ巧(ぶ： 


キサン垃。 


[アドレス]タブをクリック^各項目を設定 


巧続アドレスI 
广护アドレスー 


?イシをーネットサーピスブロパイタによる自助割りろ'てを） 

—巧に使巧する訪定嫂)： 

IP アドレス取 I 


「広 P じよる DNS (ドパンネームサーピス）アドレスの自巧割り当て一 


口広 P じよる DNS (がイシネームサーピス）アドレスの白れ割り当て <ii) 
广滞こほ巧する設定©: 

>うイマリ DNS サーバ—也)： I 

ち1妨 DNS サーバー(が： I 


プ□バイダなどから IP および DNS 情報の設定び 
指示されている場合は、各種情報を設定してくだ 
さい。 

接続先び mopera U または mopera の場合は、設 
定を変更しなくてをかまいません。 


[0K] をク U ック 
[次へ]をクリック 


r ユーザー名」を入力一「パスワード」を入力一[次へ]をクリック 



ステクブ2:イン$—本クト7力0シトの D ヴオン宿狂 


端觸難齊泣^黯縱ジ親撫鷄 I 線带謡激战鐵をーザ 



接続先び m 日 pera U または mopera の場合、「ユー 
ヴー名」「パスワード」は空欄でをかまいません。 
[次へ]をク U ックし、入力されていないことを確 
認する画面び表示されたら、[はい]をク U ックし 
ます。 
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13 「接続名」に任意の接続名を入力^ [次へ]をクリック 



-「接続名」の先頭に.（半角文字のピ U オド）は使 
用でさません。 


]/1 「いいえ」を選択して[次へ]をクリック 



15 [完了]をクリック 


TCP/iP7n トコルを設定ずる 

I 作成した接続巧アイコンを選択して「ファイル」をクリックー「プ□パティ」を 
クリック 
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2 [全般]タブの各項目の設定を確認 

• 複数のモデムびインストールされている場合は、 
階続の方法」の「モデム - FOMA F 90 目 i ( C 日 Mx )」 
のみを選択します （X はパソコンの環境により、異 
なつた数字び表示されます)。 

-モデムを変更した場合は、「電話番号」の各項目び 
初期化されますので、をラー度接続先電話番号を 
入力して < ださい。 

- r ダイヤル情報を使う」を非選択 （し） にします。 


3 [ネットワーク]タブをクリック^各項目を画面例のょぅに設定 



4 [設定]をクリックーすベての項目を非選択 （G) に設定一[日のをクリック 


巾 PP の設ち 



5 [OK] をクリック 

通信を実行する^ド23 
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AT コマンド 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の各機能を設定するためのコマンド（命令）です 。 FOMA 
端末は AT コマンドに準拠し、さ5に拡張コマンドの一部や独自の AT コマンドをサポートしてい 
ます。 


AT コマンドについて 


AT コマンドの入力形式 

AT コマンドは、コマンドの先頭に必ず 「 AT 」 を付けて、半角英数字で入力してください。 


〈例〉 ATD コマンドで m 叩 era U に接続するとき 

ATD *99* 求 *3# 回 

I U ターンマーク： Enter キーを巧します。コマンドの区切りになります。 

パラメータ：コマンドの内容です。 

コマンド：コマンド名です。 

AT コマンドは、コマンドに続くパラメータを含めて、必ず]行で入力します。 ] 行とは最初の文字から回を押 
した直前までの文字のことで、 「 AT 」 を含む最大]目0文字入力でさます。 

AT コマンドの入カモード 

AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、パソコンをター三ナルモードにしてください。ター三ナルモード 
とは、パソコンを]台の通信端末のよラに動作させるモードです。ター三ナルモードにすると、キーボードから 
入力された文字びそのまま通信ポートに送られ、 FOMA 端末を操作でさます。 

•オフラインモード 

FOMA 端末び待受の状態です。通常 AT コマンドで FOMA 端末を操作する場合は、この状態で操作します。 
•オンラインデータモード 

FOMA 端末び通信中の状態です。この状態のとさに AT コマンドを入力すると、送られてさた文字をそのまま 
通信先に送信して、通信先のモデムを誤動作させる場合びありますので、通信中は AT コマンドを入力しない 
で < ださい。 

•オンラインコマンドモード 

FOMA 端末び通信中の状態でを、 AT コマンドで FOMA 端末を操作でさる状態です。その場合、通信先との接 
続を維持したまま AT コマンドを実行し、終了すると再び通信を続けられます。 

■ オンラインデータモードとオンラインコマンドモードを切り替えるとさ 

FOMA 端末をオンラインデータモードからオンラインコマンドモードに切り替えるには、次の方法びありま 
す。 

• +++コマンドまたは S 2 レジスタに設定したコードを入力します。 

•「 AT & D ]」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 信号を OFF にします。 

《 USB インタフェースにより、 RS -232 C の信号線びエミユレートされていますので、通信アプ U ケーシヨ 
ンによる RS -232 C の信号線制御び有効になります。 

また、オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替えるには、 「 ATO 回」と入力します。 


お知らせ- 

-外部機器から発信- AT コマンド発信を行った場合、 2 in ] び ON でデュアルモードまたは A モードのとさは A ナンバー、 
目モードのとさは目ナンバーで発信します。 


45 







AT コマンドー覧 


• FOMA F 906 i (モデム）で使用できる AT コマンドです。 

•パソコンや通信ソフトのフオント設定により、「¥」を入力してを「\」と表示される場合びあります。 

• FOMA 端末の電源を切らずに電池パックを取り外した場合、設定値び記録されないことびあります。 


上段：コマンド下段：実行例 

説明 

A / 

直前に実巧したコマンドを再実巧します。 

直前の応答が 「 ERROR 」 の場合は 「 ERROR 」 を返します。 

A / 

0 K 

AT 

A 人+++じ(かのコマンドの先頭に付けて、本一覧のコマンドを使用します。本コマンドのみで 
使用すると、 FOMA 端未が AT 〕 マンドを使用できる状態のときに rOK 」 を返します。 

AT 回 

OK 

ATA 

パケット着信および 64 K データ通信の着信時に入力すると、着信処理を巧います。 

パケット着信中には次のコマンドが入力できます。 

AT A 184 :発信者番号通がなし着信動作 AT A 186 :発信を番号通があり着信動作 

RING 

ATA 回 

CONNECT 

ATD 

ATD *99* * * く cid ># :パケット通信の発信処理を巧います。 

く cid > または* * * く cid > を省略ずるとく cid >=1 になりまず。 

ATD [パラメータ][電話番号]: 64 K データ通信の発信処理を巧います。 

電話番号に次の文字!:かを入力すると発信できません。 

〇〜9、 * 、恥 A 、 a 、 目、 b 、 C、C 

また、次の文字と空白は入力できますが、ダイヤル時には認識されません。 

.、し-、@、 D 、 ん P 、 P 、 T 、 t 、 W、W 

ATD の後に186または184を挿入し、発信者番号の通が/非通巧を指定できます。 

ATDN または ATDL でリダイヤル発信ができます。 

ATD ネ 99 ネネネ 1# 回 
CONNECT 460800 

ATE < n > 

パソコンから送信されたコマンドに対して、 FOMA 端末がエコーを返すかどうかを設定しまず。 
n =0 :エコーバックなし n =1 :エコーパックあり（お買い上げ時） 

通常は n =1 で使用しまず。パソコンにエコー機能がある場合、 n = 日に設定すると文字が二重に 
表示されなくなります。 

ATE 1 回 

OK 

ATH 

通信中に入力すると、回線を切断します。 

オンフインコマンドモードで実わしてください。 一 P 4 己 

ATH 回 

NO CARRIER 

ATI < n > 

確認コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 n =1 : FOMA 端末の機種をを表 w 

n =2 : FOMA 端未のバージョンを表示 n =3 : ACMP 信号の要素を表示 

n =4 : FOMA 端末で通信可能な機能の詳細を数値で表示 

ATIO 回 

NTT DoCoMo 

OK 

ATO 

通信中にオンラインコマンドモードか6オンラインデータモードに戻します。 

ATO 回 

CONNECT 460800 

ATQ < n > 

リザルトコードを表示するかどうかを設定します。 
n =0 :表 W (お買い上げ時） n =1 :表 W しない 

ATQ 1 を実行した場合は rOK 」 を返しません。 

ATQO 回 

OK 

ATS 0=< n > 

FOMA 端末が自動着信するまでの呼化回数を設定します。 

n =0 :自動着信なし（お買い上げ時） n =1 〜25己：指定したリング数で自動着信 

ATS 0? :現在の設定を表示 

ATS 0=0 巨] 

OK 

ATS 2=< n > 

エスケープキャラクタの設定を巧います。 

n =0~127 (お買い上げ時 n =43) n =1 27に設定するとエスケープは無効になります。 

ATS 2? :現在の設定を表示 

ATS 2=43 0 

OK 

ATS 3=< n > 

コマンド文字列の最後を認識する復帰 ( CR ) キャラクタの設定を巧います。エコーバックされ 
たコマンド文字列とリザルトコードの最後に付きます。 
n =13 個定値） 

ATS 3? :現在の設定を表示 

ATS 3=13 0 

OK 

ATS 仁 < n > 

改巧 ( LF ) キャラクタの設定を行います。英文字でリザルトコードを表示する場合、復帰 （ CR ) 
キャフクタの後に付きます。 
n =10 個定値） 

ATS 4? :現在の設定を表示 

ATS 4=10 巨] 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

ATS 日 =< n > 

バックスぺース（目 S ) キャラクタの設定を巧います。コマンド入力中にこのキャラクタをお出 
すると、乂カバ、ソファの最後のキャフクタを削除します。 
n =8 個定値） 

ATS 5? :現在の設定を表示 

ATS 5=8 0 

OK 

ATS 6=< n > 

ダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =2 〜10 (お買い上げ時 n =5) 

ATS 6? :現在の設定を表示 

ATS 6=5 巨] 

OK 

ATS 8=< n > 

カンマダイヤルするまでのポーズ時間（秒）を設定できますが、動作しません。 
n =0 〜25己（お買い上げ時 n =3) 

ATS 8? :現在の設定を表示 

ATS 8=3 0 

OK 

ATS 10=< n > 

自動切断の遅延時間 （1/1 日秒）を設定できますが、動作しません。 
n =1 〜25己（お買い上げ時 n =1) 

ATS 10?:現在の設定を表示 

ATS 10=1 巨] 

OK 

ATS 30=< n > 

64 K データ通信時、データの送受信がない場合に切断するまでの時間（分）を設定します。 
n = o 〜255 :(お買い上げ時 n =0、 n =0 は不活動タイマ OFF ) 

ATS 30? :現在の設定を表示 

ATS 30=0 巨] 

OK 

ATS 103=< n > 

64 K データ通信で、着サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : * n =1 :/ (お買い上げ時） n =2 : ¥または\ 

ATS 103?:現在の設定を表示 

ATS 103=1 巨] 

OK 

ATS 104=< n > 

64 K データ通信で、発サブアドレスを付けて発信する場合の区切りを設定します。 
n =0 : # n =1 :% (お買い上げ時） n =2 : & 

ATS 104?:現在の設定を表示 

ATS 104=1 0 

OK 

ATV < n > 

リザルトコードの表示方法を設定します。 

n =0 :数字表 W n =1 :英文字表 W (お買い上げ時） 

ATV 0 を実行した場合は、同じ巧に「0」を返します。 

ATV 1 回 

OK 

ATX < n > 《 1 

ビジートーン、ダイヤルトーンのお出を行うかどうかと、接続時の 「 CONNECT 」 に速度を表 
W するかどうかを設定します。 

ビジートーンお出：接続先が通話中のとき 「 BUSY 」 応答を送出 

ダイヤルトーンお出： FOMA 端未に接続されているかどうかを判定 

n = C ) :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示なし 

n =1 :ビジートーンお出なし、ダイヤルトーンお出なし、速度表示あり 

n =2 :ビジートーンお化なし、ダイヤルトーンお出!あり、速度表示あり 

n =3 :ビジートーンお化あり、ダイヤルトーン検出なし、速度表示あり 

n =4 :ビジートーンお出あり、ダイヤルトーンお出あり、速度表示あり（お買い上げ時） 

n =0 に設定すると、 AT & E および AT ¥ V コマンドが無効になりまず。 

ATX 4 回 

OK 

ATZ 糾 

FOMA 端末の AT コマンド設定を不揮発メモリの内容にリセットしまず。 

通信中に実わずると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6リセットしまず。 

ATZ 回 

OK (オフライン時） 

AT%V 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

ATo/oV 回 

Verl.OO 

OK 

AT & C < n > 

DTE への回路 CD ( DCD ) 信号の動作を件を設定します。 

n =0 :常に ON n =1 :回線接続状態に従い変化（お買い上げ時） 

n =0 に設定する場合は、接続完了時の 「 CONNECT 」 を送化する直前に CD 信号を ON にしまず。 
回路が切断され、「 N 0 CARRIER 」 を送化する直前に CD 信号を OFF にします。 

AT & C 1 回 

OK 

AT&D く n > 

オンラインデータモードのときに、 DTE か6受け取る回路 ER ( DTR ) 信号が ON か 60 FF に変 
わったときの動作を設定します。 
n =0 :状態を無視（常に ON とみなず） 

n =1 : ON から OFF に変わるとオンライン〕マンドモードに移巧 

n =2 : ON か 60 FR こ変わると回線を切断しオフラインモードに移巧（お買い上げ時） 

AT & D 2 回 

OK 

AT & E < n > 

接続時の速度表示仕様を設定します。 
n =0 :無線区間通信速度を表 W 

n =1 :パソコンと FOMA 端末間の通信速度を表示（お買い上げ時） 

AT & E 1 回 

OK 

AT&F 

FOMA 端未の AT コマンド設定をお買い上げ時の状態に戻します。 

通信中に実わすると、回線を切断 （「NO CARRIER 」 を表 w ) してか6戻します。 

AT&F 回 

OK (オフライン時） 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT & S < n > 

DTE へ出力するデータセットレディ （ DR ) 信号の制御を設定します。 
n =0 :常に ON (お買い上げ時） n =1 :接続時に ON 

AT & SO 回 

0 K 

AT&W 

現在の設定を FOMA 端末に記録します。 

AT & W 0 

0 K 

AT ホ DANTE 

FOMA 端末の受信レベルを r * DANTE : < n > J の形式で表示します。 
n =0 :圏タト n =1 : FOMA 端末のち信レベルのアン了ナが〇または1本 

n =2 : FOMA 端未の受信レベルのアンテナが2本 
n =3 : FOMA 端末の受信レベルのアンテナが3本 

AT * DANTE =? :表示可能な値のリストを表示 

AT * DANTE 回 
ホ DANTE :3 

OK 

AT * DGANSM =< n > 《2 

パケット着信呼に対する着信拒否/許巧を設定します。 
n =0 :着信拒否設定 OFF 、 着信許可設定 OFF (お買い上げ時） 
n =1 :着信拒否設定 ON n =2 :着信許可設定 ON 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示 AT * DGANSM =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGANSM =0 回 

OK 

AT * DGAPL =< n >[.< cid >] 

《2 

パケット着信呼に対して着信を許可する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDCONT コ 
マンドで定義した < cid > を使用しまず。 

n =0 :着信許可リストに追加 n =1 :着信許可リストか6削除 

< cid > を + CGDC 0 NT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 

く cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGAPL ? :現在の設定を表示 AT * DGAPL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGAPL =0,1 回 

OK 

AT 水 DGARL 二く n > [.く cid >] 
《2 

パケット着信呼に対して着信を拒否する接続先 （ APN ) を設定します。 APN は + CGDC 0 NT コ 
マンドで定義した < cid > を使用します。 

n =0 :着信拒否リストに追加 n =1 :着信拒否リストから削除 

く cid > を + CGDCONT コマンドで定義していない場合でも、リストへ追加または削除します。 
< cid > を省略した場合は、すべての < cid > をリストに追加または削除します。 

AT * DGARL ? :現在の設定を表示 AT * DGARL =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGARL =0.1 回 

OK 

AT * DGPIR =< n > 《2 

パケット通信確立時に、発信者番号を通巧するかどうかを設定します。発信時、着信時に有効 
です。 

n =0 : APN にそのまま接続（お買い上げ時） n =1 : APN に184を付けて接続 

n =2 : APN に186を付けて接続 

ダイヤルアップネットワークで电通が/非通巧を設定した場合^ド34 

AT * DG 円 R ? :現在の設定を表示 AT * DGPIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT * DGPIR =0 回 

OK 

AT ホ DRPW 

FOMA 端末が受信する電波の受信電力指標を表示します。 

AT * DRPW =? :表 W 可能な値のリストを表 W 

AT ホ DRPW 0 
ホ DRPW : 0 

OK 

AT+CAOC 

直前通話料金を表示します。 

AT+CAOC 回 
+CAOC : "000024" 

OK 

AT+CBC 

FOMA 端未の電池残量を r+CBC : < bcs >.< bcl > J の形式で表示します。 

bcs =0 :電油パックか6電源の供給あり bcs =1 :電池パックか6電源の供給なし 

bcs =2 :電油パックが取りかされている bcs =3 :電源供給エラー 

bcl = 日：電池残量なしまたは電池パックが取りかされている bcl =1 〜100 :電池残量あり 

AT + CBC =? :表示可能な値のリストを表示 

AT + C 巨 C 回 

+ C 巨 C : 0,100 

OK 

AT+C 目 ST =< n >.1,0 

利用する回線を設定します（ベアラサービスの設定)。 

n =1 16 : 64 K データ通信（お買い上げ時） n =134 : 64 K 了レビ電話 

AT + CBST ? :現在の設定を表示 AT + C 日 ST =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CBST =116.1.0 回 

OK 

AT + CDIP =< n > 

着サブアドレスの通巧の有無を設定します。また、マルチナンパーの契約状況を確認できます。 
n =0 :サブアドレスを表 W しません。（お買い上げ時） n =1 :サブアドレスを表 W します。 
AT + CDIP ? :現在の設定を 「+ CDIP :< n >.< m >」 で表示します。 
m =0 :マルチナンバー未契約 m =1 :マルチナンバー契約中 

AT + CDIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CDIP =0 口 

OK 

AT+CEER 

直前の通信の切断理由を表示します。 

切断理由一覧^ド51 

AT+CEER 回 
+CEER : 36 

OK 

AT+CGDCONT 《2 

パケット通信の接続先 ( APN ) を設定します。 - P 52 

一 P 52 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CGEQMIN 《2 

パケット通信確な時にネットワーク側か 6 通がされる QoS (サービス品質）を許容するかどう 
かの判定基準を設定します。 - P 52 

一 P 52 

AT+CGEQREQ 《2 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 一 P 53 

一 P 53 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを表示します。 

AT+CGMR 回 
1234567890123456 

OK 

AT + CGREG =< n > 

ネットワーク登録状態を通知するかどうかを設定します。通がされる内容は圏内/圏かです。 
n =0 :通がなし（お買い上げ時） 

n =1 :圏内か6圏かまたは圏かか6圏巧へ移動時 「+CGREG : く s ね t >」 の形式で通が 
stat =0 :圏クト stat =1 :圏内 stat =4 :不明 

S ね t = 日：圏内（国際□-ミング中） 

AT + CGREG ? : r+CGREG : く n > .く s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT + CGREG =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CGREG =0 回 

OK 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表示します。 

AT+CGSN 回 
123456789012345 

OK 

AT + CLIP =< n > 

64 K データ通信の着信時に、相手の発信番号をパソコンに表示するかどうかを設定します。 
n =0: リザルトを表 W しない（お買い上げ時） n =1 :リザルトを表 W する 

AT+CLIP? : r+CLIP : < n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 

m =0 :発信時に相手に番号を通がしない NW 設定 

m =1 :発信時に相手に番号を通がする NW 設定 m =2 :不明 

AT + CLIP =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUP =0 回 

OK 

AT + CLIR =< n > 《2 

64 K データ通信の発信時に、電話番号を相手に通巧するかどうかを設定します。 
n =0 :サービスご契約の設定に従う n =1 :通がしない 

n =2 :通がする（お買い上げ時） 

AT+CLIR? : r+CLIR : < n >.< m >」 の形式で現在の設定と状態を表示 
m =0 : CUR は未起動（常時通が） m =1 : CUR は起動（常時非通が） 

m =2 :不明 m =3 : CUR テンポラリーモード（非通がデフォルト） 

m =4 : CLIR テンポラリーモード（通がデフォルト） 

AT + CLIR =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CUR =2 回 

OK 

AT + CMEE =< n > 

FOMA 端末のエラーレポートの有無を設定します。 

n =0 :リザルトコードを使用せずに 「 ERROR 」 を表 w (お買い上げ時） 

n =1 :リザルトコードを使用し、数字で理由を表示 

n =2 :リザルトコードを使用し、英文字で理由を表示 

n =1 または n =2 に設定すると 、 「+CME ERROR : XXXX 」 の形式で理由を表示します （ xxxx に 
は、数字または英文字が表示されまず)。 一 P 51 「エラーレポートー覧」 

AT + CMEE ? :現在の設定を表示 AT + CMEE =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + CMEE = 日巨] 

OK 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号を 「+CNUM :，"く numbe 「>''，< type >」 の形式で表示しまず。 
number :自局電話番号 (2 in 1 が ON でデュアルモードまたは A モードのときは A ナンパー、 

日モードのときは目ナンパーを表示） 
type =129 :国際アクセスコード+を含まない 
type =145 :国際アクセス〕ード+を含む 

AT+CNUM 回 

+CNUM :，"〇 90 XXXXXXXX ", 

129 

OK 

AT + COPS =< n >.2.< oper > 

《2 

接続する通信事業者の検索方法を設定します。 

n =0 :才ート（お買い上げ時） n =1 :マニュアル n =3 :マッピングしない 

n =1 に設定した場合は、 < ope 「> に PLMN Number を16進数で設定します。 

AT + C 0 PS ? :現在の設定を表示 AT + C 0 PS =? :設定可能な値のリストを表示 

AT + COPS =0 回 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端未がクト部機器に AT 〕 マンドを送受信できる状態かどうかを r+CPAS : < n > J の形式 
で表 W します。 

n =0 :可能 n =1 :不可能 n =2 :状態不明 n =3 :可能かつ着信中 

n =4 :可能かつ通信中 

AT + CPAS =? :表示巧能な値のリストを表示 

AT+CPAS 回 
+ CPAS : 0 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT+CPIN="<pin>", 

"<newpin>" 

円N1/円N2コードや円 N □ック解除コードの入力が必要な場合に、これ6を入力しまず。円 N 
□ック解除〕ードの入力が必要な場合は、く newpin> に新しい円N1/円N2〕ードを入力しま 
す。円N1/円N2〕ードの入力が要求されているときに <newpin> を入力してち、円N1/円N2 
コードの変更はできません。 

AT+C 円 N? :現在の要求されているコードを 「+C 円 N : <n>J の形式で表示 
n=READY :コード入力の要求なし n=SIM PIN :円N1コード入力待ち 

n=SIM 円N2 :円N2コード入力待ち 

n=SIM PUK :円N1□ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 
n=SIM PUK2 : PIN2 □ック解除失敗により円 N □ック解除コード入力待ち 

AT+C 円 N=’’0000’’ 回 

OK 

AT+CR=<n> 《 1 

接続時に 「CONNECT」 が表示される前に、通信の種別を表示するかどうかを設定します。 
n=0 :表 W しない（お買い上げ時） n=1 : r+CR : <serv>J の形式で通信の種別を表 w 

se「v=GPRS :パケット通信 serv=SYNC : 64K データ通信 

serv=AV64K : 64K テレビ電話 

AT+CR? :現在の設定を表示 AT+CR=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CR=0 回 

OK 

AT+CRC=<n> 

着信時に +CRING のリザルトコードを使用するかどうかを設定します。 

n=0 :使用しない（お買い上げ時） 

n=1 : r+CRING : <type>J のリザルト〕ードを使用ずる 

typ に GPRS "PPP"..."<APN>" :パケット通信 type=SYNC : 64K データ通信 

typ に AV64K : 64K テレビ電話 

AT+CRC? :現在の設定を表示 AT+CRC=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CRC=0 回 

OK 

AT+CREG=<n> 

ネットワークの圏巧/圏か情報を表示するかどうかを設定します。 
n=0 :通がなし（お買い上げ時） 

n=1 :圏内か6圏クトまたは圏かか6圏内へ移動時 「+CREG : <s ね t>」 の形式で通が 
stat= 日：圏クト stat =1 :圏内 stat=4 :不日月 

S ね t=5 :圏内（国際□-ミング中） 

AT+CREG? : r+CREG : <n>.<s ねり」の形式で現在の設定と状態を表示 

AT+CREG=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CREG=0 回 

OK 

AT+CUSD=<n>."<st「>’ ’※ 1 

ネットワークサービスの追加サービス （USSD 登録）の問い合わせや設定を巧います。 <st「> に 

は、ドコモから通がされたサービスコードを入力します。 

n=0 :中間リザルトを応答しない（お買い上げ時） 

n=1 :中間リザルトを 「+CUSD : <m>. "<str>".0J の形式で応答する 

m=0 :情報の要求なし m=1 :情報の要求あり 

AT+CUSD? :現在の設定を表示 AT+CUSD=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+CUSD=0." 0123456 78" 
回 

OK 

AT+FCLASS=<n> 

FOMA 端末がサポートする通信種別を設定します。 
n=0 :データのみサポート（固定値） 

AT+FCLASS? :現在の設定を表示 AT+FCLASS=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+FCLASS=0 巨] 

OK 

AT+GCAP 

FOMA 端末でサポートしている AT コマンドの範囲を 「+GCAP: く n>」 の形式で表示しまず。 
n=+CGSM : GSM コマンドをサポート（一部のみサポートの場合を含む） 
n=+FCLASS : +FCLASS コマンドをサポート n=+W : +W コマンドをサポート 

AT+GCAP 回 

+GCAP : +CGSM,+FCLASS, 

+W 

OK 

AT+GMI 

FOMA 端未のメーカをを表示します。 

AT+GMI 口 

FUJITSU 

OK 

AT+GMM 

FOMA 端末の機種をを表示します。 

AT+GMM 回 

FOMA F906i 

OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを表示します。 

AT+GMR 口 

Verl.OO 

OK 

AT+IFC=<n.m> 

パソコンと FOMA 端末間の□-カルフ□-制御方式を設定します。 

n : DCE by DTE m : DTE by DCE 

日：フ□-制御を行わない 1: XON/XOFF フ□-制御を巧う 

2 : RS/CS (RTS/CTS) フ□-制御を巧う（お買い上げ時） 

AT+IFC? :現在の設定を表示 AT+IFC=? :設定可能な値のリストを表示 

AT+IFC=2,2 回 

OK 
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上段：コマンド下段：実行例 

説明 

AT + WS 46=< n > 

発信時に使用する無線ネットワークを n の値で表示します。 

変更はできないので、 AT + WS 46=< n > と入力すると、 ERROR を返しまず。 
n =12 : GSM ネットワーク n =22 : 3 G ネットワーク ( FOMA ) 

n =25 : GSM および 3 G ネットワーク （ FOMA ) (お買い上げ時） 

AT + WS 46? :現在の設定を表示 AT + WS 46=? :設定可能な値のリストを表示 

AT¥S 

AT¥S 回 

E 1 QO V 1 X 4& C 1 & D 2& S 0 
.• • (中略） • • • S 104=001 
OK 

現在設定されている各コマンドと S レジスタの内容を表示しまず。 

AT ¥ V < n > 

AT ¥ V 0 回 

OK 

接続時の応答コード仕様を設定します。 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しない（お買い上げ時） 

n =1 :拡張リザルトコードを使用する 

+++ 

+++ (非表示） 

OK 

通信中に入力すると、オンラインデータモードか6オンラインコマンドモードに移巧します。 
エスケープガード区闇は1秒の固定値でず。 


& W コマンドで FOMA 端末に記録されます。 

《2 & F および Z コマンドによる U セツトは行われません。 

《3 & W コマンドを使用する前に Z コマンドを実行すると、最後に記録した状態に戻り、それまでの変更内容は消去されます。 



■パケット通信 


値 

理由 

26 

27 

APN びを在しないか、または正しくありません。 

30 

ネットワークによって切断されました。 

33 

パケット通信の契約びされていません。 

36 

正常に切断されました。 


■ 64 K データ 通信 


値 

理由 

1 

指定した番号はを在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側び通信中のため、通信びでさません。 

18 

発信しましたび、指定時間内に応答びありません。 

19 

相手側を呼び出しましたび応答びありません。 

21 

相手側び着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションび有効ではありません。 

65 

提供されていない処理速度を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、または着信を受けました。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

FOMA カードびセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモ U (外の SIM (FOMA 力ードに相当するに力ード）び挿入されてい 
ます。 

16 

incorrect password 

パスワードび間違っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 


51 





































AT コマンドの補足説明 


• < cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 ( APN ) を管理する番号です。 FOMA 端末では 
「1〜10」び登録できます。お買い上げ時、1には m 曰 pera に接続するための APN 「 m 曰 pera . ne . jp 」（ PPP 接 
続）び、3には mopera U に接続するための APN 「 mopera . net 」（ IP 接続）び登録されています。 

< APN > は接続先を示す接続ごとの任意の文字列です。 

■ コマンド名： +CGDCONT= [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の接続先 ( APN ) を設定します。 

-書式 

+ CGDC 0 NT 二 [< cid > [,"< PDP _ TYPE >" [; く APN >"]]] 

• パラメータ 説明 

< cid > :1〜10 

く PDP _ TYPE > : IP または PPP 
< APN > :任意 

-実行例 

PPP 接続の rabcj といラ APN 名を登録する場合の コマンド （く cicl > 二 2の場合） 

AT + CGDCONT 二 2，" PPP "，" abc " 回 
0 K 

- パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGDC 日 NT 二：すべてのく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT 二く cicl > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGDCONT ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGDCONT 二？：設定可能な値の U ストを表示します。 

■ コマンド名： +CGEQMIN= [パラメータ] 

-概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される日 oS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基 
準を設定します。 

• 書式 

AT + CGEQMIN = [< cid > しく Maximum bitrate UL > [.<Maximum bitrate DL >]]] 

- パラメータ 説明 
< cid > : 1 〜 10 

< Maximum bitrate UL > :なし（お買い上げ時）または384 
< Maximum bitrate DL > :なし（お買い上げ時）または3648 

《く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > では、 FOMA 端末と基地局間の上りおよ 
び下りの最低通信速度 （ kbps ) を設定します。「なし（お買い上げ時)」に設定した場合は、すべての速 
度を許容しますび、「384」および「3648」を設定した場合、これらの速度！; TF の接続は許容されないた 
め、パケット通信び接続されない場合びありますのでご注意ください。 

-実行例 

(1) 上りと下りですベての速度を許容する場合のコマンド（く cicl > 二2の場合） 

AT + CGEQMIN 二2回 
0 K 

に）上り 384 kbps 、 下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cicl > 二4の場合） 
AT + CGEQMIN 二4，138413648回 
0 K 

(3) 上り 384 kbps 、 下りすベての速度のみ許容する場合の〕マンド（く cid >二日の場合） 

AT + CGEQMIN 二日||384回 

0 K 

(4) 上りすベての速度、下り 3648 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド（く cid >二6の場合） 
AT + CGEQMIN 二61113648回 

0 K 
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-パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGE 日 MIN 二：すべてのく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 MIN 二く cicl > :指定したく cid > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQMIN ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGE 日 MIN 二？：設定可能な値のリストを表示します。 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS (サービス品質）を設定します。 

-書式 

AT + CGEQREQ 二 [< cid >] 

-パラメータ 説明 

上り 384 kbps 、 下り 3648 kbps の速度で接続を要求する〕マンドのみ設定できます。をく cid > にはその内 
容びお買い上げ時に設定されています。 

く cicl > :1〜10 

-実行例 

(く cicl > 二3の場合） 

AT + CGEQREQ 二3回 
OK 

-パラメータを 省略した場合の動作 

AT + CGEQREQ 二：すべてのく cid >をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGE 日 RE 日=く cid > :指定したく cicl > をお買い上げ時の状態に戻します。 

AT + CGEQREQ ? :現在の設定を表示します。 

AT + CGEQREQ 二？：設定可能な値のリストを表示します。 


—ド 


• ATV コマンドび n 二1(お買い上げ時）に設定されている場合は英文字、 n 二0の場合は数字で U ヴルトコードび 
表示されます。 - P 47 


■ リザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正常に実行しました。 

1 

CONNECT 

相手と接続しました。 

2 

RING 

着信び来ています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けられません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤルトーンの検出びでさません。 

7 

BUSY 

話中音の検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了タイムアウト。 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です（通信ネットワークび混雑していま 
す。しばらくたってから接続し直してください)。 

101 

DELAYED 

U ダイヤル発信規制中です。 


■拡張リザルトコード 

• AT & E コマンドび n =0 に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末一基地局間の接続速度 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 

133 

CONNECT 3648000 

3648000 bps 
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• AT&E コマンドび n=l に設定されている場合 


数字表示 

文字表示 

FOMA 端末ーパソコン間の接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 115200 

115200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 


《従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信速度を表示しますび、 FOMA 端末-パソ 
コン間は USB ケーブルで接続されているため、実際の接続速度と異なります。 

■ 通信プ日トコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通イ言で接続 （ BC 二 UDI 、+ CBST 二116,1,0) 

3 

AV 64 K 

目 4 K テレビ電話で接続 

5 

PACKET 

パケッ ト 通信で接続 


■ リザルトコード表示例 

ATX 0 び設定されているとさ 

AT ¥ V コマンドの設定に関わらず、接続完了の際に 「 CONNECT 」 のみの表示となります。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 

数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

1 

ATX 1 び設定されているとを 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 (お買い上げ時）び設定されている場合 

接続完了のとさに、に ONNECT く FOMA 端末ーパソコン間の速度>」の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121 

• ATX 1、 AT ¥ V 1 び設定されている場合※] 

接続完了のとさに、次の書式で表示します。 

「 CONNECTCFOMA 端末-パソコン間の速度><通信プロトコル>く接続先 APN >/<上り方向 
( FOMA 端末^無線基地局間）の最高速度>/く下り方向（ド日1\/1八端末^無線基地局間）の最高速度>」※^ 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

CONNECT 460800 PACKET mopera . net /384/3648 

( mopera . net に、上り最大: 384 kbps 、 下り最大 3648 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 3# 

121己 

ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接続び正しくできないことびあります 。 AT 
¥ VO だけでのご利用をおすすめします。 

《2 AT ¥ V 1 び設定されている場合、く接続先 APN >1；| 降はパケットで接続している場合のみ表示されま 
す。 
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